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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第１四半期の業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 1,222 2.4 58 △15.5 49 △4.6 33 △4.6

2025年３月期第１四半期 1,193 8.4 69 15.7 51 2.7 35 1.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 25.56 -

2025年３月期第１四半期 26.81 -
(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 2,866 896 31.3

2025年３月期 2,883 895 31.1
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 896百万円 2025年３月期 895百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 - 25.00 - 25.00 50.00

2026年３月期 -

2026年３月期(予想) 0.00 - 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有

配当予想の修正については、本日（2025年８月12日）公表いたしました「配当予想の修正（無配）及び株主優待制
度の廃止に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,457 4.2 148 8.8 129 13.1 88 12.4 66.75
通期 4,899 2.8 259 5.1 221 8.8 150 4.1 113.77

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 1,318,748株 2025年３月期 1,318,748株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 349株 2025年３月期 289株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 1,318,404株 2025年３月期１Ｑ 1,318,459株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、賃金の上昇率を上回る物価上昇が継続していることから景気の回

復基調が鈍化しております。また、米国の通商政策や中東情勢等の地政学リスクへの懸念から先行きに対する不透

明感は増しております。

当社が主たる事業としているリユース業界においては持続可能な社会に対する意識の向上や物価上昇の影響を受

けた節約志向からリユース品の需要は増加傾向が続いており、市場は堅調に成長しております。

当社においては、既存店の売上高が堅調に推移したことに加え、昨年度に新規出店した３店舗が売上高増加に寄

与しました。

また、リユース品の買取強化、人材不足解消に向けた採用活動、給与水準の引き上げ、社内研修整備を中心とし

た人材育成等にも引き続き取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高1,222,581千円（前年同期比2.4％増）、営業利益58,664千

円（前年同期比15.5％減）、経常利益49,354千円（前年同期比4.6％減）、四半期純利益33,701千円（前年同期比

4.6％減）となりました。

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

（リユース事業）

リユース事業におきましては、既存店の売上高が前年同期比0.1％増と微増となりましたが、昨年度に新規出店

しました３店舗が売上高増加に寄与しました。また、リユース品の買取は好調に推移し、前年同期比13.5％増と

なりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績につきましては、売上高1,221,692千円（前年同期比2.4％増）、セ

グメント利益は134,565千円（前年同期比5.8％減）となりました。

当第１四半期会計期間末現在におけるリユース事業の各業態別の店舗数は以下のとおりであります。

（単位：店）

ブックオフ ハードオフ オフハウス ホビーオフ ガレージオフ 合計

店舗数 17 17 17 18 １ 70

(注) ブックオフ事業部の店舗数にはインターネット販売の１店舗を含みます。

（その他）

本セグメントは報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業等であります。

本セグメントの当第１四半期累計期間の業績は前年同期並みの売上高889千円、セグメント利益は751千円とな

りました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産は、1,816,850千円となり、前事業年度末と比べて20,604千円の増加と

なりました。これは、主に商品の増加59,997千円、前払費用の増加21,863千円および現金及び預金の減少68,195千

円によるものです。

また、当第１四半期会計期間末における固定資産は、1,049,256千円となり、前事業年度末と比べて37,679千円の

減少となりました。これは、主に有形固定資産の減少18,964千円および繰延税金資産の減少14,249千円によるもの

です。

（負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債は、907,736千円となり、前事業年度末と比べて35,049千円の増加とな

りました。これは、主に短期借入金の増加110,000千円、賞与引当金の減少47,869千円および未払法人税等の減少

42,855千円によるものです。

また、当第１四半期会計期間末における固定負債は、1,062,288千円となり、前事業年度末と比べて52,245千円の

減少となりました。これは、主に長期借入金の減少40,481千円およびリース債務の減少13,831千円によるもので

す。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産は、896,081千円となり、前事業年度末と比べて120千円の増加となりま

した。これは、主に四半期純利益33,701千円の計上および剰余金の配当32,961千円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想につきましては、2025年５月15日付の「2025年３月期 決算短信〔日本基準〕(非連

結)」で公表いたしました業績予想から修正は行っておりません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 469,267 401,072

売掛金 177,606 184,904

商品 1,093,570 1,153,567

前払費用 53,478 75,341

その他 2,323 1,964

流動資産合計 1,796,246 1,816,850

固定資産

有形固定資産

リース資産（純額） 240,626 230,802

その他（純額） 372,424 363,284

有形固定資産合計 613,050 594,086

無形固定資産 1,380 1,380

投資その他の資産

敷金 288,306 288,366

その他 184,197 165,422

投資その他の資産合計 472,504 453,788

固定資産合計 1,086,936 1,049,256

資産合計 2,883,182 2,866,106

負債の部

流動負債

買掛金 10,003 7,839

短期借入金 230,000 340,000

1年内返済予定の長期借入金 272,635 273,702

リース債務 52,993 53,819

未払金 72,435 52,518

未払費用 87,832 94,026

未払法人税等 50,202 7,347

未払消費税等 28,126 46,259

契約負債 6,387 6,278

ポイント引当金 584 570

賞与引当金 55,369 7,500

その他 6,117 17,874

流動負債合計 872,686 907,736

固定負債

長期借入金 551,961 511,480

リース債務 349,228 335,396

長期未払金 24,577 24,009

退職給付引当金 78,940 81,381

資産除去債務 108,337 108,532

その他 1,489 1,489

固定負債合計 1,114,534 1,062,288

負債合計 1,987,221 1,970,025
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 335,903 335,903

資本剰余金 284,230 284,230

利益剰余金 256,908 257,647

自己株式 △164 △226

株主資本合計 876,878 877,555

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,082 18,525

評価・換算差額等合計 19,082 18,525

純資産合計 895,960 896,081

負債純資産合計 2,883,182 2,866,106
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 1,193,529 1,222,581

売上原価 388,600 400,996

売上総利益 804,929 821,585

販売費及び一般管理費 735,497 762,920

営業利益 69,432 58,664

営業外収益

受取配当金 205 149

受取手数料 1,650 1,571

その他 2,165 2,044

営業外収益合計 4,022 3,765

営業外費用

支払利息 12,986 12,963

不正関連費用 ※１ 8,614 -

その他 112 111

営業外費用合計 21,713 13,075

経常利益 51,740 49,354

税引前四半期純利益 51,740 49,354

法人税、住民税及び事業税 11,232 900

法人税等調整額 5,164 14,752

法人税等合計 16,396 15,653

四半期純利益 35,344 33,701
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期損益計算書関係）

※１ 前第１四半期累計期間における不正関連費用8,614千円は、2024年５月に判明いたしました当社従業員によ

る不正行為の疑いに伴い要した調査費用です。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、当第１四半期累計期間に係る減価償却費は次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 19,151千円 20,043千円

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

当第１四半期累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月15日
取締役会

普通株式 32,961 25.00 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期
損益計算書
計上額
(注) ３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,192,640 1,192,640 889 1,193,529 - 1,193,529

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 1,192,640 1,192,640 889 1,193,529 - 1,193,529

セグメント利益 142,883 142,883 751 143,634 △74,202 69,432

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業でありま

す。

２．セグメント利益の調整額△74,202千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第１四半期累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注) １

合計
調整額
(注) ２

四半期
損益計算書
計上額
(注) ３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,221,692 1,121,692 889 1,222,581 - 1,222,581

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 1,221,692 1,121,692 889 1,222,581 - 1,222,581

セグメント利益 134,565 134,565 751 135,316 △76,652 58,664

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業でありま

す。

２．セグメント利益の調整額△76,652千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりです。

前第１四半期累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年６月30日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 312,223 312,223 - 312,223

ハードオフ 254,122 254,122 - 254,122

オフハウス 361,984 361,984 - 361,984

ホビーオフ 225,343 225,343 - 225,343

ガレージオフ 11,079 11,079 - 11,079

ロジスティクス事業 8,474 8,474 - 8,474

３Ｒ事業 19,410 19,410 - 19,410

顧客との契約から生じる収益 1,192,640 1,192,640 - 1,192,640

その他の収益 - - 889 889

外部顧客への売上高 1,192,640 1,192,640 889 1,193,529

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。
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当第１四半期累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年６月30日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 307,043 307,043 - 307,043

ハードオフ 263,640 263,640 - 263,640

オフハウス 367,918 367,918 - 367,918

ホビーオフ 246,759 246,759 - 246,759

ガレージオフ 12,127 12,127 - 12,127

ロジスティクス事業 4,792 4,792 - 4,792

３Ｒ事業 19,409 19,409 - 19,409

顧客との契約から生じる収益 1,221,692 1,221,692 - 1,221,692

その他の収益 - - 889 889

外部顧客への売上高 1,221,692 1,221,692 889 1,222,581

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に不動産事業であります。

（重要な後発事象）

株式会社ハードオフコーポレーションによる当社株式に対する公開買付けについて

当社は、2025年８月12日開催の取締役会において、株式会社ハードオフコーポレーション（以下「公開買付

者」といいます。）による当社の普通株式（以下「当社株式」といいます。）に対する公開買付け（以下「本

公開買付け」といいます。）に関して、賛同の意見を表明するとともに、当社の株主の皆様に対して、本公開

買付けへの応募を推奨することを決議いたしました。

なお、上記取締役会決議は、公開買付者が本公開買付けおよびその後の一連の手続により、当社を完全子会

社化することおよび当社株式が上場廃止となる予定であることを前提としております。

詳細につきましては、2025年８月12日公表の「株式会社ハードオフコーポレーションによる当社株式に対す

る公開買付けに関する賛同の意見表明及び応募推奨のお知らせ」をご参照ください。


